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『
青
森
県
史
』
の
民
俗
編
の
特
徴
は
、
こ
の
編
を
叙
述
す
る
前
に
、
県
史
編
さ
ん

室
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
、
六
冊
の
県
内
の
民
俗
誌
を
土
台
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
資
料
集
が
先
に
作
ら
れ
た
と
い
う
稀
有
な
県
史
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
今
か
ら
二
〇
年
前
の
、
青
森
県
環
境
生
活
部
県
史
編
さ
ん
室
編
集
に
よ

る
『
奥
南
新
報
「
村
の
話
」
集
成
』
上
・
下
二
巻
（
一
九
九
八
）
か
ら
始
ま
る
。
翌

年
に
は
、
同
じ
編
集
で
『
馬
淵
川
流
域
の
民
俗
』（
一
九
九
九
）
が
出
版
さ
れ
、
二

〇
〇
一
年
に
は
、
編
集
者
名
が
「
青
森
県
環
境
生
活
部
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
県

史
編
さ
ん
室
」
と
所
属
が
変
わ
り
、『
小
川
原
湖
周
辺
と
三
本
木
原
台
地
の
民
俗
』

が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
同
編
で
翌
年
は
、『
下
北
半
島
北
通
り
の
民
俗
』（
二
〇
〇
二
）

が
、
さ
ら
に
、「
青
森
県
環
境
生
活
部
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー

プ
」
編
で
、『
下
北
半
島
西
通
り
の
民
俗
』（
二
〇
〇
三
）
が
、
続
け
て
「
青
森
県
環

境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
」
の
編
集
で
、『
岩
木
川
流
域

の
民
俗
』（
二
〇
〇
八
）
と
『
西
浜
と
外
ヶ
浜
の
民
俗
』（
二
〇
〇
九
）
が
、
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

　

青
森
県
内
の
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
、
南
部
（
三
冊
）、
下
北
（
二
冊
）、
津
軽

（
二
冊
）
地
方
の
民
俗
誌
が
順
番
に
造
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
川
（
馬
淵
川
・

岩
木
川
）
や
汽
水
湖
（
小
川
原
湖
）、
沿
岸
（
下
北
の
北
通
り
・
西
通
り
・
西
浜
・
外
ヶ

浜
）
な
ど
の
、
調
査
区
域
の
区
切
り
方
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
区
単
位
な
ど
と
は

違
う
、
人
々
の
生
活
圏
を
意
識
し
た
民
俗
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

『
青
森
県
史　
通
史
編
３　
近
現
代　
民
俗
』（
民
俗　
総
論
）

川
島　

秀
一

　

そ
れ
は
、「
民
俗　

総
論
」
編
、「
第
一
章　

伝
承
と
そ
の
ひ
ろ
が
り
」
の
「
第
二

節　

青
森
民
俗
の
地
域
性
」
で
定
義
さ
れ
た
「
青
森
民
俗
」
の
「
生
活
文
化
圏
」（
南

部
、
下
北
、
津
軽
）
と
い
う
考
え
方
に
通
じ
る
。
つ
ま
り
、
南
部
地
方
は
畑
作
中
心
、

津
軽
地
方
は
稲
作
中
心
の
生
活
の
違
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
刺
子
で
あ
っ
て

も
、
南
部
地
方
で
は
「
菱
刺
し
」、
津
軽
地
方
で
は
「
こ
ぎ
ん
刺
し
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
（
本
書
六
三
九
頁
、
以
下
頁
数
は
同
じ
本
書
）。

　

続
け
て
「
第
三
節　

青
森
民
俗
の
歴
史
性
」
で
は
、
空
間
性
で
は
な
く
、
時
間
性

で
捉
え
た
「
青
森
民
俗
」
を
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
「
民
俗　

総
論
」
編
の

全
体
に
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
近
世
資
料
な
ど
の
引
用
文
の
下
に
、
丸
括
弧
内
に

そ
の
現
代
訳
を
付
し
て
お
り
、
読
者
に
親
切
な
表
記
方
法
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

る
。

　
「
第
四
節　

民
俗
の
伝
播
と
形
成
」
は
、
副
題
が
「
列
島
の
視
点
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
日
本
列
島
全
体
の
視
点
か
ら
青
森
民
俗
を
見
つ
め
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
節

で
あ
り
、
陸
中
心
の
枠
組
み
で
構
成
さ
れ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
各
県
史
と
は
違
う

視
点
を
導
入
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
青
森
県
の
沿
岸
部
を
は
じ
め
、
そ
の
家
々
の
姓

を
み
る
と
、
越
膳
（
越
前
）、
加
賀
、
能
登
、
若
狭
な
ど
の
北
陸
の
地
名
に
由
来
す

る
も
の
が
多
く
、
実
際
に
北
陸
方
面
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
正
月
十
一
日
に
「
船
祝
」
と
称
し
て
、
フ
ナ
ダ
マ
サ
マ
を
祀
る
行

事
（
六
六
二
頁
）
は
、
北
陸
か
ら
北
へ
日
本
海
側
を
中
心
に
、
津
軽
海
峡
を
回
っ
て
、

下
北
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
年
中
行
事
で
あ
る
。
北
前
船
な
ど
の
海
上
交
通
と
関
わ
る

こ
と
で
も
あ
る
が
、
当
県
史
で
は
、
そ
の
交
流
自
体
を
扱
っ
て
い
る
点
で
、
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
の
な
か
の
民
俗
を
扱
う
と
い
う
、
動
き
の
な
か
の
捉
え
方
が
新
鮮
で
あ
る
。

　

次
の
「
第
二
章　

伝
承
の
諸
相
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
史
の
民
俗
編
の
、
い
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わ
ば
本
編
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
県
史
の
民
俗
編
の
特
徴
の
一
つ

で
も
あ
る
が
、
第
一
章
で
扱
っ
た
、「
青
森
民
俗
」
を
捉
え
る
理
論
的
な
視
点
に
基

づ
い
た
叙
述
に
質
量
共
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
民
俗
編
全
体
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
、
次
の
よ
う
な
特
徴
も
あ
る
。
ま

ず
、
数
多
く
の
カ
ラ
ー
写
真
の
掲
載
（
こ
れ
は
『
青
森
県
史
』
全
体
に
通
じ
る
）、

し
か
も
、
撮
影
の
年
月
日
ま
で
明
記
し
て
い
る
点
、
掲
載
写
真
の
資
料
的
価
値
も
確

か
な
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
の
正
確
さ
は
、
本
書
で
取
り
挙
げ
て
い

る
民
俗
事
象
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
死
者
の
土
葬
の
最
終
年
限
を
、

津
軽
で
は
一
九
八
〇
年
あ
る
い
は
一
九
七
五
〜
八
五
年
ご
ろ
ま
で
、
下
北
で
は
一
九

八
三
年
ご
ろ
ま
で
、
南
部
で
は
平
成
の
初
め
ご
ろ
ま
で
と
、
県
内
の
各
市
町
村
誌
や

前
述
し
た
県
史
叢
書
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
七
二
二
頁
）。
年
中
行
事
が
、

新
暦
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
も
、
南
部
・
下
北
の
多
く
は
昭
和
二
十

年
代
、
津
軽
で
は
昭
和
三
十
年
代
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
記
述
し
て
い
る（
七
二
三
頁
）。

こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
こ
れ
ま
で
の
民
俗
誌
や
市
町
村
史
の
民
俗
編
で
は
、
あ
ま
り

に
無
頓
着
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
大
事
な
要
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

民
俗
事
象
の
時
間
の
正
確
さ
を
記
す
特
徴
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
随
所
に
読
み
取
れ

る
。
巫
俗
に
関
し
て
は
、
恐
山
で
イ
タ
コ
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九

三
〇
年
代
半
ば
で
あ
り
（
六
六
〇
頁
）、
カ
ミ
サ
マ
が
イ
タ
コ
の
よ
う
に
ホ
ト
ケ
オ

ロ
シ
や
オ
シ
ラ
サ
マ
ア
ソ
バ
セ
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
昭
和
四
〇
年
代
と

記
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
い
ず
れ
も
近
代
や
現
代
に
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
岩
木
山
を
め
ぐ
っ
て
の
津
軽
岩
木
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
リ
フ
ト

に
関
す
る
記
述
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
丸
括
弧
に
「
一
九
六
五
年
開
通
」
と
「
一
九
六
六

年
営
業
開
始
」
を
付
記
し
て
い
る
（
七
九
一
頁
）。

　

以
上
の
よ
う
な
時
間
の
正
確
さ
は
、
民
俗
芸
能
の
伝
承
母
体
の
推
移
に
つ
い
て
も

重
要
な
視
点
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
津
軽
半
島
の
過
疎
化
は
、
一
九
六
〇
年

代
に
青
函
ト
ン
ネ
ル
建
設
事
業
が
始
ま
り
、
そ
の
影
響
で
農
業
漁
業
を
離
れ
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
に
転
じ
る
住
民
が
多
く
な
る
が
、
こ
の
事
業
が
完
了
す
る
と
共
に
需
要

は
急
落
し
、
も
と
の
農
業
漁
業
に
戻
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
下
北
半
島
で
は
、
原
子
力
関
連
施
設
の
設
置
な
ど
に
よ
っ
て

雇
用
の
創
出
が
生
ま
れ
、
過
疎
化
が
急
速
に
は
進
ま
ず
、
能
舞
な
ど
の
民
俗
芸
能
が

豊
か
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
七
七
一
頁
）。
芸
能
に
か
ぎ
ら
ず
、
民
俗
の
伝

承
母
体
を
考
え
る
上
で
、
現
代
史
的
な
観
点
は
、
は
ず
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
県
史
の
特
徴
と
し
て
、
付
録
に
「
伝
承
の
す
が
た
」
と
い
う
映
像
・

音
声
記
録
と
し
て
、
本
書
の
後
ろ
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
貼
り
付
け
て
あ
り
、
そ
の
収
録
作
品

の
説
明
が
第
三
章
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
章
だ
け
で
な
く
、
逐
次
、
本
文
の
な

か
で
関
連
の
叙
述
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、「（
第
三
章
・
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
収
録
映
像
も
参

照
）」
と
付
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
読
者
に
親
切
な
対
応
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

第
三
章
の
説
明
文
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
に
そ
っ
た
も
の
だ
け
に
、
文
字
だ
け
で
は
非

常
に
分
か
り
に
く
く
、
映
像
か
ら
の
理
解
と
の
落
差
を
、
逆
に
提
示
し
て
し
ま
っ
た

結
果
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
民
俗　

総
論
」
の
造
本
構
成
は
、
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、

「
第
一
章　

伝
承
と
そ
の
ひ
ろ
が
り
」、「
第
二
章　

伝
承
の
諸
相
」、「
第
三
章　

伝

承
の
す
が
た
―
映
像
・
音
声
記
録
」
と
に
分
か
れ
、
と
く
に
「
伝
承
」
と
い
う
言
葉

で
、「
青
森
民
俗
」
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
二
章
の
中
も
、「
社
会
伝
承
」、「
経

済
伝
承
」、「
儀
礼
伝
承
」、「
信
仰
伝
承
」、「
芸
能
伝
承
」
と
い
う
表
題
に
分
か
れ
、
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こ
れ
ま
で
の
市
町
村
史
の
民
俗
編
内
の
表
題
に
使
用
さ
れ
て
い
た
「
衣
食
住
」、「
人

の
一
生
」、「
年
中
行
事
」、「
口
承
文
芸
」、「
民
俗
芸
能
」
な
ど
が
、
こ
れ
ら
の
「
伝

承
」
項
目
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

全
体
で
二
六
八
ペ
ー
ジ
と
い
う
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
伝
承
の

諸
相
も
概
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の
地
域
独
特
の
民
俗

語
彙
と
そ
の
内
容
を
拾
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
イ

タ
コ
マ
チ
（
六
五
九
・
七
五
七
頁
）、
ヤ
マ
イ
ボ
イ
（
六
七
四
頁
）、
ケ
ヤ
ク
（
友
人

の
こ
と
、
六
八
八
頁
）、
カ
ナ
マ
グ
ツ
ヤ
（
蹄
鉄
屋
、
七
〇
一
頁
）、
マ
ッ
コ
（
お
年

玉
、
七
二
四
頁
）、「
暑
気
を
呼
ぶ
」（
七
二
八
頁
）、
メ
イ
ニ
チ
（
寺
社
の
縁
日
、
七

三
九
頁
）、
百
万
遍
の
数
珠
の
「
位
を
あ
げ
る
」（
七
五
二
頁
）、「
死
ね
ば
オ
ヤ
マ
（
恐

山
）
さ
行
く
」（
七
五
三
頁
）
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
め
ぐ
る
民
俗
は
、
あ
ら

た
め
て
、
こ
の
県
の
多
様
な
生
活
文
化
を
思
い
お
こ
さ
れ
る
。

　

な
お
、
七
六
四
頁
の
下
北
の
こ
と
わ
ざ
、「
大
海
の
水
を
飲
ん
で
も
イ
ワ
イ
は
イ

ワ
シ
、
泥
水
を
飲
ん
で
も
コ
イ
は
コ
イ
（
む
つ
市
）」
の
、
先
の
「
イ
ワ
イ
」
は
明

ら
か
に
「
イ
ワ
シ
」
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
と
わ
ざ
な
ど
の
「
口
承
文
芸
」
の
記
述
の
寂
し
さ
を
思
う
と
、
一
冊
の
『
青
森

県
史　

民
俗
編
』
を
手
に
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
が
残
念
で
あ
る
。

（
菊
判
、
八
四
七
頁
〈「
民
俗
総
論
」
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
〉、
青
森
県
、
平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
）
三
月
十
五
日
刊
行
、
本
体
価
格
三
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
か
わ
し
ま
・
し
ゅ
う
い
ち　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所　

人
間
・
社
会
対

応
研
究
部
門　

災
害
文
化
研
究
分
野　

シ
ニ
ア
研
究
員
）

本
会
機
関
誌
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
へ
の
投
稿
に
つ
い
て

投
稿
規
定

◎
論　
　
　

文　

四
百
字
詰　

60
枚
程
度
を
原
則
と
す
る
（
縦
書
き
、
以
下

同
様
）

　

◎
研
究
ノ
ー
ト　

四
百
字
詰　

20
枚
か
ら
30
枚
程
度

　

◎
研
究
余
録　

四
百
字
詰　

10
枚
程
度

　

◎
史
料
紹
介　

四
百
字
詰　

10
枚
か
ら
30
枚
程
度

　

◎
そ
の
他
（
書
評
・
研
究
動
向
・
歴
史
随
想
な
ど
）
四
百
字
詰　

10
枚
程
度

◎
ワ
ー
プ
ロ
で
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
一
段
に
付
き
32
字
×
23
行
で
組
ん
で

下
さ
い
。
字
数
は
右
の
規
定
の
範
囲
で
計
算
し
て
、
そ
れ
を
超
え
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
投
稿
も
可
能
で
す
（
事
前
に
編
集
委
員
会
へ
御

相
談
下
さ
い
）。
行
数
・
字
数
は
、
ワ
ー
プ
ロ
執
筆
と
同
様
に
組
ん
で
下

さ
い
。
な
お
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
を
添
付
の
こ
と
。

◎
横
書
き
を
希
望
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
原
稿
締
切　

一
月
末
日
と
八
月
末
日
の
年
２
回

※
投
稿
に
際
し
て
は
、
図
表
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
完
成
原
稿
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
原
稿
は
必
ず
御
手
元
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
存
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
投
稿
は
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
受
領
後
、
編
集
委
員
会
で
審
査
し
、
一
ヶ
月

以
内
に
御
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
掲
載
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真

　

・
図
版
等
を
含
む
場
合
に
は
、
掲
載
決
定
後
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権

利
者
か
ら
許
可
の
承
諾
書
を
取
得
し
て
下
さ
い
。

※
掲
載
分
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
抜
刷
50
部
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

※
本
誌
掲
載
の
論
文
等
を
転
載
す
る
場
合
は
、
本
会
の
諒
承
を
得
て
下
さ
い
。


